
平成２８年度 学校版環境ＩＳＯへの取組 概要報告

管内 市町村 学校名

玉名 玉名市 玉名市立玉陵中学校

１ 取組の概要

項目 活動の様子（写真） 取組の実際

【生徒】

・教室を使わない時は、電気のスイッチを切り、切り忘れ０を

目指します。（電気使用量 昨年度比３％減）

・清掃時は、バケツを使って掃除します。

（水道使用量 昨年度比３％減）

・ゴミを分別し、空き缶・ペットボトル・段ボール・紙類をリ

サイクルします。

・生徒会で朝活動の呼びかけをし、校庭の美化活動に努めます。

宣言 ・新玉名駅前公園の美化活動に努めます。

【職員】

・紙の消費を抑え、両面印刷・裏紙利用やリサイクルに努めま

す。（紙使用量 昨年度比３％減）

・使用していない部屋の電灯やパソコンの電源を切るなど「節

電」に努めます。

・校舎、校庭の美化作業に努めます。

・ＥＭ菌を活用し、環境保全・水質保全に努めます。

【校内美化活動】

①朝ボランティア活動

本校の生徒会活動の重点事項の一つに「朝活動の充実」が

ある。生徒会や環境委員会の呼びかけで、生徒たちは毎朝７

時４５分から校内の清掃活動を自主的に行っている。主な内

容は、花壇の草取り、花の植え替え、肥料入れ、玄関前の掃

き掃除などである。

②スクールボランティアの方々とのつながり

本校では、毎月１回、各月の１日を「スクールボランティ

アの日」とし、学校・ＰＴＡ・地域の三者で朝ボランティア

活動を行っている。活動内容としては、校内や新玉名駅前の

花壇整備である。さらに、夏前と冬前の花の植え替えの時期

などには、学校運営協議会の環境支援部の呼びかけで、たく

さんの地域の方々や保護者の方々が花壇の整備に集まってく

ださっている。また、お盆の時期や年末年始には、保護者や

地域の方々が、計画的に花壇の水かけを協力してくださって

いる。

行動
【生徒会・各委員会のＩＳＯ関連活動】

委員会名 学校ＩＳＯに関連する活動内容

執行部 朝活動・駅ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（火曜日）の呼びかけ

給食 残菜調べ、お盆ふき･台ふきお洗濯、牛乳パック回収

保健 ハンカチ調べ、歯の衛生週間（歯磨き調べ・コップ

使用）

環境 朝ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの呼びかけ・参加者調査と報告（年間参加

目標 延べ 5000 人）、古紙回収、ゴミの分別回収、

棚調べ、バケツ使用・無言掃除呼びかけ

学習 掲示物張り替え、図書館の本の整理、廃棄本の整理



【校外美化活動】

○新玉名駅前公園花壇の整備

本校は、学校運営協議会の環境支援部の応援もあり、玉名

市役所建設部都市計画課から新玉名駅前の花壇を占用してい

る。生徒会が、毎週火曜日は駅前公園花壇の整備の日と決め、

毎週１クラスずつ公園の清掃・花壇整備などを行っている。

先輩方から引き継いできている活動なので、今後も責任をも

って活動をしていきたい。花の植え替えは、毎年２回行い、

土作りから始めている。

行動
【リサイクル活動】

職員は、紙の消費を抑え、再生紙利用を心がけている。職員

間で配布する資料はできるだけ裏紙印刷を行うようにしてい

る。紙ファイルも裏返して再利用を行っている。生徒たちは環

境委員会を中心として、古紙回収に取り組んでいる。

また、給食委員会では、給食に出る牛乳パックを回収し、給

食センターを通して、トイレットペーパーに交換してもらって

いる。

【電気使用量】4 月～ 12 月

昨年度比 10 ％以上の削

減を達成

記録
【水道使用量】4 月～ 9 月

昨年度比 20 ％以上の削

減を達成

紙の再生利用をさらに進めるために、生徒会の環境委員会で

教室内にも紙リサイクルボックスを設置した。これによって生

見直し 徒にも裏紙の利用や、古紙回収への意識を高めようとしている。

これまでゴミ箱に捨てられていた紙が多少減ってきたたが、ま

だまだ生徒の意識に十分浸透したとは言えない。

２ 成果と課題

成 果 課 題

朝のボランティア活動は、生徒会や環境委員会 課題として学習用具や掃除用具など物を大切に

の呼びかけで、ここ数年定着してきている。また、 する心の育成が挙げられる。また、朝のボランテ

スクールボランティアの方々の協力も大きく、学 ィア活動は、学年や個人で取り組み方に差が見ら

校の環境整備が進むだけでなく、花の世話や清掃 れる。朝活動の際に清掃場所や活動内容など、ま

活動を通して、地域の方々とのつながりも深まっ だ指示待ちの生徒もいる。自分たちで考え、活動

てきているように感じる。 を見つけ、行動する力を育てていきたい。

本年度は生徒会執行部と環境委員長・副委員長 職員も、さらに、教室や職員室の環境を整える

が中心になって、校舎南側の空き地を利用して とともに、節電や紙のリサイクルなど環境に関す

『畑』・『花壇』作りを自主的に行った。『畑』で収 る意識を一層に高める必要がある。

穫した野菜は、学校近くにお住まいのお年寄りに

お裾分けするという優しい心も芽生えてきた。


